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で，「海外への移転が望ましいが，最低でも県外移設が期待される」と断じていたのだ●2。   
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【図1普天間基地移設問題での鳩山氏の発言の変遷】  
2009年   
7月19日「最低でも県外の移設というものに，皆さん方が気持ちをひとつにするなら，我々  









5月の末までに結論を出す」（記者団に）   
3月4日「3月中のいずれかの時点では政府の考え方をまとめなきゃいかんと思う」（首相  
官邸で記者団に）   
3月31日「今，腹案を持ち合わせている。現行案と同等か，それ以上に効果のある案だ」（党  
首討論で）   
4月24日「辺野古の海が埋め立てられることの自然への冒潰を大変強く感じた。現行案が受  





縄県内で記者団に）   
5月23日「『できる限り県外』という言葉を守れなかったことを，心からおわびしたい」（沖  
縄県庁での仲井英知事との会談で辺野古移設を釈明）   
5月28日「海兵隊全体を本土に移す選択肢は現実にはありえなかった。沖縄を傷つけたこと  
におわび申し上げます」（辺野古移設を閣議決定した後の記者会見で）  






米関係が迷走をつづけたことは，周知のとおりである。   
そこで，本稿においては，まずはじめに，鳩山首相の考えた日米関係とはどのようなものであっ   
27（185）  鳩山首相は，どこで読みちがえたのか？   
たのかについて，検証してみたい。つぎに，どの時点で，鳩山首相が，それまでの発言を撤回し，  
方向転換をはかっていれば，これほどまでに日米関係がこじれずにすんだのかに関して，言及する。  











鳩山の考えた日米関係像の一端にせまりたい。   
では，鳩山は，自民党政権下における日米関係について，どのような印象をいだいていたのであ  
ろうか。F民益論』のなかで，つぎのように述べているヰ4。  
いままでの外交は，米ソ冷戦時代の影響でアメリカに依存していました。そして，それを国益   
と思っていたのです。冷戦時代は，たぶん，それでよかったのでしょう。しかし，冷戦終焉後の   
今日，その発想によってアメリカにもバカにされた日本になってしまいました。日本の外交は，   
アメリカ追随型外交といわれるようなものだったことを反省する必要があります。そして，独立   













の枠組みを創る努力を続けなくてはならない」とも記しているのだ■7。おそらく，こうした発想が，   






















沖縄問題は，いかにアメリカに対して政党として交渉能力を有するかにあると思っています。   
自民党や新進党は海兵隊の削減をアメリカに要求するつもりはありませんし，共産党や社民党は   
特措法そのものに反対ですので，日米安保条約を重視しない政党は，アメリカに対して交渉力は   
ありません。民主党は特措法に賛成することによってアメリカに対し，決して日米安保条約軽視   
ではないことを理解させ，その民主党の安保政策のなかで海兵隊の即応後方配備にアメリカの理   







教育に必要な装備品を沖縄と駐屯地にそれぞれ配備する」というわけだ＊15。なお，小川氏によれば，   





































地は，国際情勢の変化に伴い，「常時駐留なき安保」をも選択肢の一つとした平和の配当を追求   
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する。その際，米軍の機能低下をカバーするため，憲法の範囲内で行いうる新たな役割を検討  
する。国連中心の普遍的安全保障体制確立を促すため，国連改革に取り組む。安保理の民主化  

























る＊25。そうしたなかで，日米の「両政府は，オーバー ランを含み，護岸を除いて1800mの長さの滑  
走路を持つ代替の施設をキャンプ・シュワプ辺野古崎地区及びこれに隣接する水域に設置する意図  





ことを意味している。では，日本側は，どこで，米国側のシグナルを読みちがえたのであろうか。   




















【図2 普天間飛行場の移設問題に関する閣僚の主な発言】  




【9月17日 北沢俊美防衛相】  
「沖縄県民の『できれば県外へ，もっと言えば国外へ』という希望は十分理解できるが，限ら  
れた日数で解決することは難しい道のりだ」  




【10月16日 鳩山首相】  
「日本には日本の事情がある。また，新政権ができたばかりだ。（10年1月に）名護市で市長  
選がある。（同年末の）沖縄の知事選までとなると，かなり時間がかかることになるから，そ  
の中聞くらいで結論が必要になってくる」   
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【10月22日 岡田克也外相】  
「（8月の）選挙で示された民意があるので，短期間に F日米合意だからやります』という結  
論にはならない」  
【10月23日 岡田外相】  
「県外というのは事実上考えられない状況だ」  
【11月24日 鳩山首相】  
「（結論を出す時期について）年内にしなければならないという言い方は一切，私からは申し  
上げていない」  
【12月1日 平野博文官房長官】  
「3党合意の中には，普天間問題は特に入っていない。基地問題は入っているが」  
【12月3日 福島瑞穂少子化担当相】  
「辺野古の沿岸部に海上基地をつくる決定を内閣が行ったら，社民党としても私としても，重  
大な決意をせねばならない」  
【12月3日 鳩山首相】  
「（年内決着は）元々，楽ではない話だ」と，越年を示唆  
【12月3日 平野官房長官】  
「3党合意を踏まえた結論を出すのに時間というものは必要であれば，かけなければならな  
い」  
【12月4日 鳩山首相】  
「あらゆるものを検討しなさいと申し上げている。当然のことながら辺野古（移設案）は生き  
ている」  
【12月5日 岡田外相】  
「普天間飛行場の危険がなくならないという最も懸念するような事態になりかねない」「（現行  
計画は）日米間で煮詰まっていた話。元に戻って議論とはならない」  
【12月9日 平野官房長官】  
「基地から地域住民の人の距離を離すとか，いろんな方法がある」  
【12月9日 北沢防衛相】  
グアムに移設案について「（現行の）日米合意からは大きく外れる話だ」「沖縄へ置いておく  
海兵隊の兵力というのは，戦術上必要ということで置いてある」  




【12月16日 鳩山首相】  
「常時駐留なき安保」について，「かつてそういう思いを持っていた。総理という立場になっ  
た中，その考え方は今，封印しないといけない」  
【12月18日 岡田外相】  
「海兵隊は日本にとって必要な存在。海兵隊の抑止力に期待するなら，日本の外に出てくれと   
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いうことは，あまり通用しない」  
【12月26日 鳩山首相】  
「抑止力の観点からしてみて，グアムに普天間（の基地機能）をすべて移設させるということ  
は無理があるんじゃないか」  
【12月28日 鳩山首相】  
「与党合意をするときには，当然，日米で議論していかなければならない。私は米国の意向を  
無視した与党の合意などはあり得ないと理解している」  
【12月28日 平野官房長官】  
「グアムを排除するつもりはない」  
【12月29日 小沢一郎民主党幹事長】  
「きれいな海を埋め立ててはだめだ」  
【2010年1月25日 平野官房長官】  
名護市長選で移設受け入れ反対派の稲嶺進氏が当選したことについて「一つの民意としてあ  
るのだろうが，そのことも尉酌（しんしゃく）してやらなければいけないという理由はない」  




【1月27日 小沢幹事長】  
「名護の民意，それから沖縄県民の皆さんの気持ちはしっかりわかっている。私は私の立場で  
しっかり対応したい」  
【1月28日 鳩山首相】  
「ゼロベースで何としても見つけなきゃならんと言っている。移設先が（普天間に）戻ること  
は，基本的には選択肢ではない」  
【2月1日 岡田外相】  
移設先を鳩山内閣が「ゼロベース」で検討していることから「他になければ，普天間が今の  
ままということもあり得る」  
【2月17日 亀井静香金融相】  
「国民新党が出した（キャンプ・シュワプ陸上部への移設）案は非常に現実的な案。もっとい  
い案があるなら持ってきてくださいということ」  
【2月20日 平野官房長官】  
「常にベストを求めていくが，やはり（移設先はベストではなく）ベターになるかもしれない」  
「これは政治だ。そういうことも理解を得たうえで判断いただかないといけない」  
出所：『週刊朝日』2010年3月26日号，20－21貢。   
ゲーツ長官の訪問は，鳩山内閣発足後，オバマ政権の閣僚としては，はじめてのものであった。  
したがって，日本側でも，この訪問を契機に，普天間問題を前進させようとの考え方があったとみ   






































形にはすべきではない』と述べ，選挙日程にこだわるべきではないとの考え」も示した点に着目す   




































あった＝㌔   
考えてみれば，さきのゲーツ長官の訪日には，11月13～14日にかけてのオバマ大統領の来日のた  
めの“地ならし”的な意味あいもあった。それは，「来月，オバマ大統領の訪問の時に多くの同じの   














【図3 普天間飛行場移設問題をめぐる主な動き】  
1995年9月 沖縄で米兵による少女暴行事件   
96年4月 普天間飛行場の全面返還で日米両政府が合意  
12月 普天間の移設候補地として沖縄本島の東海岸沖と日米両政府が発表   
98年2月 大田昌秀・沖縄県知事が県内移設を拒否   
99年11月 稲嶺恵一知事が軍民共用化し名護市辺野古沿岸域に移設と表明  
2001年9月 米同時多発テロが発生   
03年11月 ラムズフェルド米国防長官が普天間飛行場を視察し危険性を指摘   
05年10月 米軍再編で代替施設の移転先をキャンプ・シュワブ沿岸部に変更   
06年4月 日米両政府が海兵隊のグアム移転費をめぐり日本側の59％負担で合意  
5月 米軍再編のロードマップで代替施設の移転やグアムヘの海兵隊移転を2014年ま  
でと決める   
08年3月 防衛省が移設先の環境影響調査に着手   
09年2月 日米外相が海兵隊のグアム移転協定に署名  
9月 鳩山民主党政権が発足  
10月 ゲーツ国防長官が来日  
11月 オバマ米大統領が来日  
出所：『アエラ』2009年11月16日号，71頁。   
4．結び  
以上，鳩山首相の考えた日米関係像を紹介したうえで，普天間飛行場移設問題をめぐって，どこ  
で，鳩山首相が，判断ミスをおかしたのかを考察してきた。識者の分析をふまえると，2009年11月   
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中旬から翌2010年初頭までには，鳩山首相が，海外・県外移設を断念していたことは確実なようで  
ある。にもかかわらず，その後も，海外・県外移設にふくみをもたせるような発言をくりかえし，  








いであろう。   
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